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〈組み立てる時の注意〉
・取D付け部を無理怠方向に曲げたり引っ彊ったりし尊いでくだ古い.
.I!I!晶l志プラステッヲ用ニッパー怒どで苦れいに切り取りましょう.切り取った後のヲズは措ててください.
・部昌の中には、やむをえ~、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててください.
・ステッ力ーは、必璽な部分を切り銭いて陥ってください.
.部昂の加工の限の刃物、工奥忽どのご使用にあたっては、それぞれの取級い観明・をよく腕んで正しく
使用してください.

.Nゲージ鋲遭慎製のパーツ16どのご使用にあたって怯、それぞれの取組い観明・をよく臨んで正しく
使用してください.

{お買い上げのお客織へ}不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電信受付先》 パンタ.イお客織相談センター
干2作8刊 泊市量四季241-22 ナピ膏イヤル 0570-041-101 
・聖付時間 10聞-17開{祝日、 園事。冬事休篠田を陣< l

PHS.IP・1Z8をご利用@方は04-7146-0371におかけ〈ださい.

《商品 ・ 修理晶送付先》 パンダイ 街木修理 ・ 配送センター
干321-0298 笛木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67
.曹録時間 10聞-17111! (土. B . l!i日..写書零体量日を隊<l 竃E置曹はお曹織掴揖センター終週

;f戸

-マグネットカブラ- ~ 
・磁石で童話聞股ができます. !t戸、 もんJ
(個性(S.N)があるので‘軍縮する 、Jl)
向きに注軍してください. ) ~-

・Fローパー ノ愛会ノ
・2両を固定量植します. 記主.(ø"

.ダミーカブラー
{先頭百匹正面忽どに恒用します.畳居l玄でをまtまん. )

噂タ四週闘 訴労自副週間
(JR電車ほか) llIV (書.気動車ほか}

Nゲージ化用パーツの取り付け方法 ??とIJ1Ilí\M娘役店 l
*8トレインショーティーは、動力ユニット(別売)を著書殖することで、 Nゲージの線路上を走行させることができます.

①機関車への動力ユニットの取り付け | ・Nゲージ用の線路、 コントローラーなどは、 ~IJ途ご用意ください。
・ rBトレインショーティー専用・動力ユニット日・鍵関車用jを使用します。 I ;線路、コントローラーl立、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます.

企ゴτ土.， Jl 通常色(鳳)と、グレーがあります. I 事 Nゲージにおける使用方法l立、各社・Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。

-床飯前後の穴'(7と、左右2箇所
の爪ψで、車体と固定します。

$床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください.
*スノープロウは着脱可能です.(カブラ ポケットの溝lこ. 爪をしっかりと働けてください. )

叫F2∞. EF210. 0053などでは、 車体畢が轟いためカブラーの首撮りが充分にで曹ません.
EE遭遇転や、 極小カーブ.5カーブ止でl主、 連舗が不安定な禍合がありますのでご注意ください.

②電車・気動車及び踏面電車への動力ユニットの取り付け
・rBトレインショーティー専用・働力ユニット回・電車・気動車用』
もしくは『悶動力ユ三ツト図・路面電車用』を使用します。

-+-イ一下帯血晦「ー+ -左右4箇所の爪+で、 車体
と閲定します.

$ ゆるい場合には、両面子ープ
などで固定してください.

出イラストは「動力ユニット図・電車・量動車用」です. f動力ユニット園田路面電車用」には前世由カブラーはありません.
e 床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着して〈ださい.

・台車側面に、台車レリーフを取り付けてください.
{追加ウェイトは、走行故現に応じて慣用してください.車向田空きスペースに.両面テープt.iどで固定します.)

③トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付け
. rBトレインショーティー専用・走行台車白Jを使用します。
・台車節分を外して(床板は付けたままに走行台車をセン告ーピン穴に装着してください.
取り付けがゆるい場合には、走行台車の取り付けピンを広げて調整してください.
$台車側面に、台車レリーフを取り付けてください.
$旧骨イプ床l!iでは、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板ではカブラ一台座
と車繍止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください.

車台車に取り付けた『台車レリーフ」が走行中に落下しないように、 取り付けがゆるい渇合
には篠倉綱などを使用して固定してください.
場スカートのある先頭車に、 動力ユニットや走行台車を取り付ける渇舎は、スカートを取り
外すか、 または台車のカブラー歯車分華切り取って由ら豊富婚してください。

.t町ft・など車体慣にカバーのある車両で1志、 台車レリーフを取り付けで曹ません。

Iに叫刈山…………s釧叩叩…一H同叩叫ル…G白即ル…7ルル一レト日-叫ム
1，~rIιR広三己主)報貿易趨勢
「ピンあり」を使用して.走行台車のカブラ一部分を切り取ってください~あ り ピンなし

l ・走行条件によって、 牽引できる車両の数lま変わります。
事動力ユニット1 台で、通常は4両程度を牽引(自車含む)することができます。
{勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。)

. KATO製の動力ユニットを使用することもできます。
①復関車用・動力ユニット{スカートは取り外してください) Iホ EF64臥 OF50. 0053など.
|品番1 1 ・103 1 ポケットライン用動力ユニット い の低い車両に装着できません.

-パンタグラフの交換

このほか、割りピン取り付け方式の. 各社
台車を取り付けることができます.

*お好みのNゲージ用パン告グラフを別途お買い求めのよ、交換してください。

KATO・ 11 -401 PS14・直茸パン付ラ7 '/リーンマッn・80-2 :PS13自動じ貴子ラ7
KATO : ll ・403 PS22 直車・下枠吏畳Eパン~'/ラ7 '/リーンマツ?]':80-3 :PT42:・liIパンタヴラ7
KATO・ 11-404.11-420 PS16白草川ンタヲラ7 '/リーンマツ奴・80-5:PT43:直草川ン付ラ7

持 1 1-420は、 ..穴が4・∞・視に対臨します. l ヲロスポイント :PT71C シンデルアーふ・パν~'/ラフ

このほか、取り付けピンが緩2本方式の、各社・パン世ゲラフを取り付けることができます.

$魯植の交自民パーツは、メーカー，軍事式によって取り付けが圃い(・い)禍合もありますので、それ
ぞれ剖.のうえ取り付けてください.またパーツによっては加工が必要なものもあります.
救助カユニットの按婚にi立、 車種によっては車体側出口一旬{ガラス，スカートなど)や、 動力ユニット
の康相Eなどを切り取る等の加工が必要な場合があります.



( 車体の組立て ) ①左右のガラスの前後にブロックを竪盟主主。
本ブロックの上下の向きに注意して、 1 ，.口十ツヲ 相手
パチンと奥まではめ込んでください。 11圃tJ'5 .... 

l 

②屋根を取り付けます。 L_一一一 .. 

(Hンタ付きの車両はパンタグラフを取り付けます。 )
③妻板を取り付けます。
(先頭車は後方 1 枚、中間車は前後2枚取り付けます。 )

③左右の側面を取り付けます。
⑤シャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。
(中間車は完成です。 )

⑤先頭車は前面を取り付けて完成です。
(スカートf寸きの車両l手、先にスカートを前面に取り付けます。 )
⑦カブラーを最後にブロックのピンに取り付けます。

*取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

*取説に記載されている車両は、バリエーション内の一部です。
前面パーツ，屋栂パーツなどは、車種・塗装によってセットされて
いるパーツが異芯ります。また、生産の都合上余剰パーツが含
まれている場合がありますので、予めご了承ください。

E::r .U" -r ....... J.・1;温

(妻板の組合わせ 〉

曲圏
配管あり 配管なし
ヲハ2700 モハ2270

(←実事の編成例 ):E2522fi都宮器官事5533議fr
あ5かじめと了承くだ<!い.

和.山電信 2270系

←貴志

( 借り付l地置の鰐例です・台紙か5開苦闘の掴んで切り掻いて貼ってく出い.ステッカーの貼付け位置 ) 闘の仕航より画慢と一部形状岬少異回世紀酌ますのでご7i<<出い。
(刃物のお取口鶴いには、充分にご注意ください.配載の練いものはお好みの位置にお貼口ください. )
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廓上ステッカー (Ior 刷KAY雌A)
....""，.図・

行先方向幕

・圃・・

モハ2270形 (2275)

*パーツの継ぎ目部分の絵柄は、ステッカーになっています.
2査当する部分は切り篠いてお貼りください.

ク1\2700形(2705)
2705 

行先方向幕 J 哩去三テyカー (Ior KISHI) たま駅畏マーク
・圃圃.



2270系・たま電車




